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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

谷
口
　
雅
史

よ
う
や
く
暖
か
い
季
節
を
感
じ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
益

々
ご
健
勝

の
こ
と
と

お
慶
び

い
た
し
ま
す
。
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
対
し
て
ご
理
解

・
ご
協
力
賜
り
感
謝
申

岩内高校 PTA
広 報 委 員 会

岩内高校総務部

校
　
　
　
長

佐
藤
　
裕
之

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
本
校
で
は

「授
業
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
授
業
規
律

の
徹
底
や
指
導
方
法
の
工
夫

・
改
善
に
努
め

る
と
と
も
に
、
学
校
行
事
等
も
含
め
、
学
校

生
活
全
体
を
通
し
て
、
生
徒
が

「社
会
で
通

用
し
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
ヒ
ト
」
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
様
々
な
取
組
を
す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
昔
か
ら
変
わ
ら

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

谷
口
雅
史
　
五
十
九
歳
で
す
。
何
卒
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校

・
家
庭

・
地
域
の
中
心
と
し
て
子
供

た
ち
を
位
置
づ
け
、
子
供
た
ち
の
主
体
性
を

育
む
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
四
月
八
日
に
入
学
式

。Ｐ
Ｔ
Ａ
文

化
体
育
後
援
会
入
会
式
、
四
月
十
七
日
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
で
二
十

一
回
目
と
な
る
「
よ

さ
こ
い
」
発
表
会
が
、
七
月
十
六
日
に
全
校

生
徒

・
保
護
者

。
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多

く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
成
功
裏
に
終
え

ず
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

。
挨
拶
が
で
き
る
こ
と

Ｌ
あ
り
が
と
う
。
」
と

い
う
感
謝

の
言
葉

や
間
違

っ
た
と
き
の

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
」

が
素
直
に
言
え
る
こ
と

。
相
手

の
話
を
聞
き
、
正
し
く
意
見
が
言

え

る

こ
と

。
相
手

の
立
場
を
理
解
し
て
、
我
慢
が
で

き

る

こ

と

を
、
最
低
限
、
生
徒
全
員
が
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
御
家
庭
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
今

一
度
確
認
い
た
だ
き
、
学

校
と
家
庭
が
連
携
し
、
同

一
の
視
点
で
指
導

す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
健
全
な
成
長

へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
校
で
は
次
年
度
入
学
生
か
ら
普
通
科
に

お
い
て
単
位
制
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
六
月
十

一
日

・
十
二
日
の
二
日

間
の
日
程
で
北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

大
会
道
南
大
会
が
函
館
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
千
二
百
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

記
念
講
演
も
講
談
師
　
田
辺
鶴
瑛
さ
ん
の
演

題

「
不
ま
じ
め
介
護
で
重
荷
を
下
し
て
」
と

て
も
素
晴
ら
し
い
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

翌
日
は
市
立
函
館
高
校
で
分
科
会
に
参
加
、

江
差
高
校
の
運
営
で
テ
ー
マ
は

『地
域
と
と

も
に
子
供
を
育

て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

つ
い

て
』
で
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
会
合
で
し
た
。

来
年
は
空
知
で
開
催
で
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の

方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
六
花
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
。
幅
広
い
選
択
科
目
を
用
意
し
、
少
人
数

指
導
等
に
よ
り
き
め
細
か
な
学
習
が
で
き
る

仕
組
と
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
進
路

希
望
に
応
じ
た
学
習
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
情
報
科
に
お
い
て
は
、
現
行

の
教
育
課
程
を
継
続
す
る
形
と
な
り
ま
す
が
、

資
格
取
得
を
中
心
に
進
路
希
望
の
実
現
に
向

け
て
、
学
習
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本
校
は
、
今
、
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
指
導
し
、　
一

層
、
魅
力
あ
る
学
校
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
様
の
本
校

の
教
育
活
動

へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●

四
月

入
学
式

四
月
八
日
、
新
入
生

一
二
三
名
が
気
持
ち

も
新
た
に
希
望
と
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

晴
れ
て
岩
内
高
校
生
と
な
り
ま
し
た
。

¨
四
月

一
宿
泊
研
修

今
年

の

一
学
年
は
、
「自
主

・
自
律
」
、
「感

性
を
磨
く
」
、
「人
に
優
し
く
」
を
念
頭
に
お

い
て
、
学
校
生
活
を
送

っ
て
欲
し
い
と
い
う

願
い
の
も
と
で
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

宿
泊
的
行
事
で
は
、
寝
食
を
共
に
す
る
こ

と
で
、
他
と
の
関
わ
り
方
や
自
ら
行
動
す
る

力
、
そ
し
て
、　
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
、
少
し
ず
つ
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
三
日
間
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
二
日
目
は
天
候
が
悪
く
、

山
登
り
を
中
断
し
た
り
、
予
想
外
の
事
に
対

処
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
全
員
が
無
事
に
、

全
行
程
を
終
了
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
研
修
の
中
で
、

最
も
良
か
っ
た
の
は
、　
一
日
目
の
野
外
炊
事

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
分
担
し
、
グ
ル

ー
プ
で
食
べ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
、
普
段
と
違

い
、
格
別
に
お
い
し
か
つ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
野

外
炊
事
、
校
歌
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
非
常
に
楽

し
か

っ
た
と
い
う
声
が
多
く
、
ま
た
、
み
ん

な
と
交
流
が
深
ま

っ
た
と
い
う
感
想
も
多
く

お
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
に
な

っ

た
と
私
た
ち
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
に
も
な

つ
た
宿

泊
研
修
で
し
た
。

一
四
月

一
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

生
徒
会
執
行
部
員
十

一
名
は
、
四
月
十
七

日
０
か
ら
十
八
日
０
に

「
コ
テ
ー
ジ
ア
リ
ス

の
里
」
で
、　
一
泊
二
日
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
、
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
心
構
え
に
つ
い
て
、
学
校
生
活
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
何
が
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
、
六
花
祭

（学
校
祭
）
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
特
に
、
生
徒
会
執
行
部
全

員
が
、
六
花
祭
に
向
け
て
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

ま
た
、
十
七
日
国
の
夜
は
、
焼
肉
を
食
べ

な
が
ら
、
役
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

四
月

対
面
式

四
月
十

一
日
、
新
入
生
と
二

・
三
年
生
の

対
面
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
一
年
生
は
、
や

や
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
吹
奏
楽
部
や
書
道

部
、
バ
ス
ケ
部
や
野
球
部
な
ど
文
化
系

・
体

育
系
の
部
員
の
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
に
圧
倒
さ

れ
な
が
ら
も
、
後
半
は
先
輩
達
の
暖
か
い
歓

迎
ぶ
り
に
緊
張
も
と
れ
た
よ
う
で
し
た
。

P四
丁 月

A

四
月
十
七
日
、
本
校
講
義
室
に
て
平
成
二

十
八
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
。
文
化
体
育
後
援
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
会
務
報
告
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計

・
文
化
体
育
後
援
会
会
計
決
算

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
平
成
二
十
八
年
度

運
営
方
針
案

・
事
業
計
画
案

。
会
計
案
を
審

議
し
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
を
行
い
、
谷
国
会
長
体

制
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
誠
寿
司
に

お
い
て
、
引
き
継
ぎ
や
情
報
交
換
な
ど
も
含

め
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。
有
意
義
な
交
流

が
で
き
、
今
後

の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

谷
国
会
長
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員

の

皆
様
、
今
年
度
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

五
月

生
徒
総
会

五
月
六
日
、
生
徒
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
委
員
会
か
ら
、
今
年
度
の
活
動
方
針
や
目

標
が
発
表
さ
れ
、
生
徒
全
員
に
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
二

・
三
年
生
か
ら
い
く
つ
か

藤
後を
酢
摯
一

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
生
徒
会
役
員
が
、

そ
れ
ら
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

五
月

壮
行
会

全
部
で
十

一
の
部
が
大
会
に
向
け
て
の
決

意
表
明
を
行
い
、
在
校
生
か
ら
は
、
力
強
い

応
援
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【参
加
部
活
動
】

①
陸
上
競
技
部

②
テ
ニ
ス
部

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（女
子
）

④
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（男
子
）

⑤
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（女
子
）

⑥
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（男
子
）

⑦
卓
球
部

③
空
手
道
部

⑨
サ
ッ
カ
ー
部

⑩
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

⑪
弓
道
部
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一
五
月
～
六
月
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一
・

．
　

　

一

一
中
間
試
験
　
　
　
　
　
一
・
●
●
●
一

五
月
三
十

一
日
～
六
月
三
日
の
三
日
間
の

日
程
で
今
年
度
初
め
て
の
試
験
が
行
わ
れ
、

生
徒
は
普
段
の
学
力
が
試
さ
れ
ま
し
た
。

一
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
一
一
一　
一

一
全
道

・
高
野
連
壮
行
会

　

　

．

一

今
年
度
は
、
高
野
連
壮
行
会
と
全
道
壮
行

会
を
か
ね
て
行
い
ま
し
た
。
地
区
を
勝
ち
抜

い
た
選
手
の
熱
い
決
意
、
全
校
生
徒
か
ら
校

歌
に
よ
る
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
会
執
行
部
か
ら
は
、
五
月
の
高
体
連

【参
加
部
活
動
】

Ｃ
陸
上
競
技
部

②
卓
球
部

０
野
球
部

④
空
手
道
部

上
ハ
ロ月

授
業
公
開
週
間

六
月
二
十
日
口
～
二
十
四
日
り
、
本
校
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
本
校
教

員

の
資
質

。
能
力

の

向
上
を
図
る
た
め
に

実
施
し
、
保
護
者
や

地
域
の
方

々
に
参
観

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
理
解
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

工
（
口月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．・一
一　

．　一一
一一
　
一

避
難
訓
練
　
　
　
　
　
一●
一
●
一

六
月
二
十
日
、
七
限
目
に
第

一
回
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒

・
教
職
員
が
整

然
と
滞
り
な
く
避
難
出
来
ま
し
た
ｃ
し
か
し
、

雨
の
為
、
予
定
し
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使

え
ず
、
消
火
器
と
救
助
袋
を
使

っ
た
訓
練
は

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一帖耐清掃
　
　
　
　
　
一一一一一
一

六
月
九
日
、
三
年
生
に
よ
る
中
庭
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
曇
天
の
肌
寒
い
中
、
み
ん

七
月
土
ハ日
田
キ
七
日
国

第
九
十
七
回
六
花
祭

『笑

[7月 16日0]
・よさこい発表会
・山車パレー ド

[7月 17日個)]

一般公開 (開場 13:00～ 17:30まで)

・クラス・パフォーマンス
・学級展&部局コンサー ト
・グルメ・パヴィリオン
・大花火

11:00～

14:10～ 13:10～

14:00～

15i30～

19i30～

な
ブ
ラ
シ
や
ぞ

う
き
ん
を
使

っ

て
、
丁
寧
に
磨

き
を
か
け
て
い

ま
し
た
。
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町製 鵠響

au 龍虎       ポップコーン 一二＆

Ｖｅ

一
ム

キ

ツ
ツ
ム

ミヽ
ツ

1-3 ぬりえ喫茶 ｔｅｒ

ＳＳ

ａｕｇ

ｍｅ‐
ネバーランド   タビオカジュース|ウ ッディー

あけパン     |
1-4 We come to the  lち びまる子ちゃん

pOOh wOr d     ～ 1の 4の巻～
夢の国      焼きそば くまのプーさん

2-1 おそ松さん     ポテ トマジック 日本むかしばなし  コロコロドーナツ くまモン

2-2 200       三匹の子豚 Z00      金のからあげ ジュディとニック

ミニオン2-3 ミニオンを狙え |～合 25Karats
わせてパズルand作 っ
てみよう工作体験～

舞        ぃちごけずり

2-4

3-1

わなけ       Schoo re
～2-4～

Word dom nalon 2の 4の なんちゃ
って春巻き

ぐでたま

ポムポム探 し

アラビアン
ピンボール    三学年は、

クイズ迷路     よさこい演舞

MARVEL事件簿

Tr p        あげたこ&ポテ ト ボムポムプリン

3-2 The Arab an N ghtsカ レー冷麦

燦燦       野菜の冷製パスタ

アクビちゃん

ラピュタの
回ボット

3-3

3-4 At anica     lフ ルーツボンチ マーベルツムツム
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平
成
二
十
八
年
度

倶
知
安
高
校

小
樽
潮
陵
高
校

倶
知
安
高
校

岩
内
高
校
課
外
部

大
会
参
加
結
果

平
成
二
十
八
年
七
月
三
日
現
在

●
★
¨
地
区
大
会
、
◎
☆
一
全
道
大
会
、

△
一
そ
の
他
の
活
動

同

国

●
第
６３
回
高
体
連
小
樽
支
部
弓
道
競
技
選
手
権
大

〈
バ
　
兼
　
第
６２
回
北
海
道
高
等
学
校
弓
道
競
技

選
手
権
大
会
小
樽
支
部
予
選
会

（５
月
１９
日

・

２０
日
）
小
樽
市

★
男
子
個
人
戦

準
決
勝
敗
退
　
佐
藤
　
一九
爾

予
選
敗
退
　
　
土渥
藤
　
友
康
、
田
近
　
流
惟

★
男
子
団
体
戦

岩
内
高
校
　
０
勝
２
敗

（第
３
位
）

●
平
成
２８
年
度
春
季
小
樽
支
部
高
等
学
校
卓
球
大

会

（４
月
３０
日
）
小
樽
市

★
男
子
学
校
対
抗

準
決
勝
　
岩
内
高
校
　
３
１
１

決
　
勝
　
岩
内
高
校
　
２
１
３

※
準
優
勝

☆
女
子
学
校
対
抗

決
　
勝
　
四石
内
高
校
　
３
１
１

※
優
勝

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝
　
　
　
住
井
　
謙
斗

第
３
位
　
　
　
渡
辺
　
海
斗

３
回
戦
敗
退
　
大
坂
　
昇
哉
、
高
木
　
大
知

阿
彦
　
　
」凛

（ベ
ス
ト
ー６
）

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝
　
　
　
小
林
　
千
紘

ベ
ス
ト
８
　
　
千
葉
　
裕
梨
、
関
谷
　
紫
音

●
平
成
２８
年
度
第
６９
回
北
海
道
高
等
学
校
卓
球
選

手
権
大
会
小
樽
支
部
予
選
会

（５
月
１７
日

・
１８

日
）
小
樽
市

★
男
子
学
校
対
抗

予
選
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
３
１
０
　
双
葉
高
校

岩
内
高
校
　
１
１
３
　
倶
知
安
高
校

岩
内
高
校
　
３
１
０
　
小
樽
工
業
高
校

岩
内
高
校
　
１
１
３
　
小
樽
潮
陵
高
校

※
第
３
位
　
２
勝
２
敗

（予
選
通
過
）

★
女
子
学
校
対
抗

決
　
勝

岩
内
高
校
　
３
１
１
　
倶
知
安
高
校

※
優
勝

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝
　
住
井
　
謙
斗

・

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位
　
栗
林
　
優
奈

・

第
３
位
　
枝
元
　
花
子

・

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位
　
　
高
木
　
大
知

ベ
ス
ト
８
　
住
井
　
謙
斗

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位
　
　
小
林
　
千
紘

ベ
ス
ト
８
　
関
谷
　
紫
音
、
栗
林
　
優
奈

◎
平
成
２８
年
度
第
６９
回
北
海
道
高
等
学
校
卓
球
選

手
権
大
会
　
兼
　
第
８５
回
全
国
高
等
学
校
卓
球

選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会

（６
月
２‐
日
～
２４

日
）
伊
達
市

☆
女
子
学
校
対
抗

１
回
戦

岩
内
高
校
　
０
１
３

☆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
回
戦
敗
退
　
住
井

☆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
回
戦
敗
退
　
高
木

☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
小
林

●
平
成
２８
年
度
小
樽

・
後
志
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

（４
月
２３
日

・
２４
日
）
小
樽
市

★
男
子
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
潮
陵
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
桜
陽
高
校

岩
内
高
校
　
２
１
１
　
小
樽
工
業
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
倶
知
安
高
校

※
第
４
位
　
　
ｌ
勝
３
敗

★
女
子
予
選
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
２
１
０
　
小
樽
商
業
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
双
葉
高
校

★
女
子
決
勝
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
潮
陵
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
双
葉
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
桜
陽
高
校

※
第
４
位
　
　
０
勝
３
敗

●
平
成
２８
年
度
北
海
道
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

渡
辺
　
海
斗
組

橋
本
紗
梨
菜
組

大
井
　
里
紗
組

函
館
大
妻
高
校

謙
斗

・
渡
辺
　
海
斗
組

大
知

千
紘

（ベ
ス
ト
３２
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
小
樽
支
部
予
選
会

（５
月

２７
日

・
２８
日
）
倶
知
安
町

★
男
子
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
工
業
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
桜
陽
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
倶
知
安
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
潮
陵
高
校

※
第
５
位
　
　
０
勝
４
敗

★
女
子
予
選
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
商
業
高
校

岩
内
高
校
　
０
１
２
　
小
樽
潮
陵
高
校

※
予
選
リ
ー
グ
敗
退
　
第
５
位
　
０
勝
２
敗

●
第
５２
回
小
樽
地
区
高
校
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
　
兼
　
第
７‐
回
国
民
体
育
大
会
小
樽

地
区
予
選
大
会

（４
月
１６
日

・
１７
日

・
２４
日
）

小
樽
市
、
倶
知
安
町

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

２
回
戦
敗
退
　
北
川
　
健
太

・
住
吉
　
慶
優
組

１
回
戦
敗
退
　
松
本
　
直
也

・
小
倉
　
翔
真
組

１
回
戦
敗
退
　
田
中
　
佑
弥

・
封
馬
　
岳
斗
組

★
女
子
ダ
ブ
ル
ス

準
々
決
勝
敗
退
　
一月
崎
　
雨
音

・
金
澤
　
多
英
組

（ベ
ス
ト
８
）

２
回
戦
敗
退
　
宮
南
亜
由
香

・
竹
内
菜
々
子
組

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
住
吉
　
慶
優
、
柴
田
　
康
平

２
回
戦
敗
退
　
北
川
　
健
太

１
回
戦
敗
退
　
小
倉
　
翔
真
、
田
中
　
佑
弥

松
本
　
直
也

１
回
戦
敗
退
　
封
馬
　
岳
斗

☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

４
回
戦
敗
退
　
一月
崎
　
雨
音
、
金
澤
　
多
英

（ベ
ス
ト
・６
）

３
回
戦
敗
退
　
竹
内
菜
々
子

２
回
戦
敗
退
　
宮
南
亜
由
香
、
小
酒
　
瑠
花

★
男
子
学
校
対
抗

２
回
戦
　
岩
内
高
校
　
０
１
３
　
小
樽
潮
陵
高
校

同
　
下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

岩
内
高
校
　
２
１
３
　
倶
知
安
農
業
高
校

※
第
７
位

★
女
子
学
校
対
抗

１
回
戦
　
岩
内
高
校
　
２
１
３
　
小
樽
潮
陵
高
校

同
　
下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

岩
内
高
校
　
３
１
〇
　
一局
等
聾
学
校

※
第
５
位

●
平
成
２８
年
度
高
体
連
小
樽
支
部
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
　
兼
　
第
６８
回
北
海
道
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
小
樽
支
部
予
選
会

（５
月
２４
日
～
２６
日
）
余
市
町

★
男
子
学
校
対
抗

１
回
戦
　
岩
内
高
校
　
３
１
０

２
回
戦
　
岩
内
高
校
　
０
１
３

（ベ
ス
ト
８
）

★
女
子
学
校
対
抗

１
回
戦
　
山石
内
高
校
　
３
１
１

２
回
戦
　
山石
内
高
校
　
０
１
３

（ベ
ス
ト
‐６
）

（ベ
ス
ト
８
）

（
ベ
ス
ト
‐６
）

蘭
越
高
校

小
樽
工
業
高
校

余
市
紅
志
高
校

小
樽
商
業
高
校

（ベ
ス
ト
８
）

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
北
川
　
健
太

・
住
吉
　
慶
優
組

（ベ
ス
ト
‐６
）

２
回
戦
敗
退
　
田
中
　
佑
弥

・
封
馬
　
岳
斗
組

１
回
戦
敗
退
　
柴
田
　
康
平

・
住
吉
　
由
宇
組

★
女
子
ダ
ブ
ル
ス

準
々
決
勝
敗
退
　
一月
崎
　
雨
音

・
金
澤
　
多
英
組

（
ベ
ス
ト
８
）

２
回
戦
敗
退
　
竹
内
莱
々
子

・
小
酒
瑠
花
組

（ベ
ス
ト
‐６
）

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
柴
田
　
康
平

２
回
戦
敗
退
　
住
吉
　
慶
優

１
回
戦
敗
退
　
北
川
　
健
太

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
々
決
勝
敗
退
　
金
澤
　
多
英

３
回
戦
敗
退
　
一月
崎
　
雨
音

２
回
戦
敗
退
　
宮
南
亜
由
香

慶
弥
、
波
田
　
直
樹

慎
太

（ベ
ス
ト
ー６
）

颯
太

友
佑
、
藤
田
　
祥
吾

●
平
成
２８
年
度
第
２‐
回
小
樽
支
部
高
校
学
校
春
季

テ
ニ
ス
大
会

（４
月
２９
日

・
３０
日
）
岩
内
町

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
山
川
　
颯
太

・
山
川
　
慎
太
組

（ベ
ス
ト
８
）

２
回
戦
敗
退
　
波
田
　
直
樹

・
小
神
　
慶
弥
組

１
回
戦
敗
退
　
ユ則
田
　
志
元

・
藤
田
　
祥
吾
組

１
回
戦
敗
退
　
西
澤
　
友
佑

・
岡
　
　
周
志
組

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
小
神

山
川

２
回
戦
敗
退
　
山
川

１
回
戦
敗
退
　
西
澤

☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
回
戦
敗
退
　
渡
辺
　
愛
希

●
平
成
２８
年
度
第
４６
回
小
樽
支
部
高
等
学
校
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
　
兼
　
第
５６
回
北
海
道
高
等
学
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校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
小
樽
支
部
予
選
会

（５

月
１９
日

・
２０
日
）
小
樽
市

☆
男
子
団
体
戦

１
回
戦
　
岩
内
高
校
　
２
１
１
　
小
樽
工
業
高
校

準
決
勝
　
岩
内
高
校
　
１
１
２
　
小
樽
桜
陽
高
校

※
第
３
位

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

２
回
戦
敗
退
　
一削
田
　
志
元

・
藤
田
　
祥
吾
組

１
回
戦
敗
退
　
波
田
　
直
樹

・
小
神
　
慶
弥
組

１
回
戦
敗
退
　
西
澤
　
友
佑

・
岡
　
　
周
志
組

１
回
戦
敗
退
　
山
川
　
颯
太

・
山
川
　
慎
太
組

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
回
戦
敗
退
　
渡
辺
　
愛
希

・
渡
辺
美
月
希
組

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
回
戦
敗
退
　
山
川
　
颯
太

（ベ
ス
ト
ー６
）

２
回
戦
敗
退
　
小
神
　
慶
弥
、
波
田
　
直
樹

山
川
　
慎
太

１
回
戦
敗
退
　
西
澤
　
友
佑
、
藤
田
　
祥
吾

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
回
戦
敗
退
　
渡
辺
　
愛
希

●
第
１６
回
高
体
連
小
樽
支
部
空
手
道
選
手
権
大
会

兼
　
第
４‐
回
北
海
道
高
等
学
校
空
手
道
選
手
権

大
会
予
選
会

（５
月
１４
日
）
岩
内
町

★
男
子
個
人
形

準
々
決
勝
敗
退
　
佐
々
木
翔
太

（ベ
ス
ト
８
）

★
女
子
個
人
形

準
優
勝
　
信
田
あ
ゆ
み

第
３
位
　
」込
藤
美
紗
樹

★
男
子
個
人
組
手

優
　
勝
　
杉
山
　
凌
平

準
優
勝
　
士
口
田
　
翔
吾

第
３
位
　
土目
山
　
巧
哉

★
男
子
団
体
組
手
　
優
勝

（総
合
優
勝
）

☆
女
子
団
体
組
手
　
優
勝

（総
合
優
勝
）

◎
平
成
２８
年
度
第
４‐
回
北
海
道
高
等
学
校
空
手
道

選
手
権
大
会
　
兼
　
第
４３
回
全
国
高
等
学
校
空

手
道
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会

（６
月
１５
日

～
‐７
日
）
小
樽
市

☆
男
子
個
人
組
手

準
々
決
勝
敗
退
　
杉
山
　
凌
平

（ベ
ス
ト
８
）

２
回
戦
敗
退
　
　
士
口
田
　
翔
吾

☆
女
子
個
人
形

予
選
敗
退
　
」込
藤
美
紗
樹
、
信
田
あ
ゆ
み

☆
男
子
団
体
組
手
　
２
回
戦
敗
退

☆
女
子
団
体
組
手
　
１
回
戦
敗
退

●
平
成
２８
年
度
小
樽
地
区
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会

（４
月
２３
日

・
２４
日
）
小
樽
市

★
男
子

１

回

戦
　
山石
内
高
校
　
５２
‐
７２
　
小
樽
桜
陽
高
校

★
女
子

１

回

戦
　
山石
内
高
校
　
７６
‐
６８
　
小
樽
商
業
高
校

準

決

勝
　
岩
内
高
校
　
４．
‐
９４
　
双
葉
高
校

３
位
決
定
戦
　
岩
内
高
校
　
４５
‐
６．
　
小
樽
潮
陵
高
校

※
第
４
位

●
平
成
２８
年
度
高
体
連
小
樽
支
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
　
兼
　
第
６９
回
北
海
道
高
等

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
小
樽
支

部
予
選
会

（５
月
２０
日
～
２‐
日
）
小
樽
市

★
男
子

予
選
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
５７
‐
６９
　
小
樽
工
業
高
校

★
女
子

予
選
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
７３
‐
４９
　
倶
知
安
高
校

決
勝
リ
ー
グ

岩
内
高
校
　
５３
‐
７５
　
双
葉
高
校

岩
内
高
校
　
５０
‐
７‐
　
小
樽
桜
陽
高
校

岩
内
高
校
　
５‐
‐
６２
　
小
樽
潮
陵
高
校

※
第
４
位
　
　
０
勝
３
敗

●
平
成
２８
年
度
第
６０
回
小
樽
地
区
春
季
選
手
権

兼
　
藤
沢
杯
争
奪
サ
ッ
カ
ー
大
会

（４
月
２３
日
・

２４
日

・
２９
日
）
小
樽
市

★
予
選
リ
ー
グ
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

２
１
１
　
小
樽
工
業
高
校

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

０
１
７
　
　
倶
知
安
高
校

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

１
１
０
　
　
小
樽
海
上
技
術
学
校

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

１
１
０
　
　
寿
都
高
校

※
第
２
位
　
　
３
勝
１
敗

☆
準
決
勝

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

１
‐
‐４
　
北
照
高
校

※
第
３
位

●
平
成
２８
年
度
第
６９
回
北
海
道
高
等
学
校
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
大
会
　
兼
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
北
海
道
予
選
大
会
小
樽
支

部
予
選
会

（５
月
２５
日

・
２６
日

・
２７
日
）
小
樽
市

★
１
回
戦

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

８
１
１
　
一局
等
聾
学
校

２
回
戦

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

０
１
６
　
倶
知
安
高
校

●
平
成
２８
年
度
第
５５
回
春
季
高
等
学
校
野
球
大
会

小
樽
支
部
予
選

（５
月
１３
日
～
１７
日
）
蘭
越
町

★
１
回
戦

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

３
１
２
　
倶
知
安
高
校

２
回
戦

岩
内
高
校

・
倶
知
安
農
業

３
１
１０
　
　
北
照
高
校

●
平
成
２８
年
度
第
９８
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
大
会
南
北
海
道
大
会
小
樽
支
部
予
選

（６
月

３０
日
～
７
月
３
日
）
小
樽
市

★
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

ー
回
戦
　
山石
内
高
校
　
６
１
３
　
小
樽
工
業
高
校

準
決
勝
　
山石
内
高
校
　
０
１
６
　
双
葉
高
校

●
第
６９
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
小
樽

支
部

（５
月
２５
日
～
２７
日
）
小
樽
市

★
男
子
１
０
０
ｍ

予
選
３
組
　
第
５
位
　
齋
藤
　
琉
聖

★
男
子
８
０
０
ｍ

予
選
１
組
　
第
５
位
　
齋
藤
　
琉
聖

☆
男
子
１
５
０
０
ｍ
　
　
第
３
位
　
越
崎
　
佑
大

★
男
子
５
０
０
０
ｍ
　
　
第
１
位
　
越
崎
　
佑
大

★
男
子
砲
丸
投
げ
　
　
　
第
８
位
　
藤
森
　
拓
飛

★
男
子
や
り
投
げ
　
　
　
第
９
位
　
藤
森
　
拓
飛

★
女
子
１
０
０
ｍ

予
選
１
組
　
第
４
位
　
伊
名
野
真
帆

決
勝
　
　
　
第
７
位
　
伊
名
野
真
帆

◎
第
６９
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
　
兼
　
秩
父
宮
賜
杯
第
６９
回
全
国
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会

（６
月
１３
日
～
１７
日
）
室
蘭
市

☆
男
子
１
５
０
０
ｍ

予
選
２
組
　
第
１０
位
　
越
崎
　
佑
大

総
合
　
　
　
第
４５
位
　
越
崎
　
佑
大

☆
男
子
５
０
０
０
ｍ

予
選
１
組
　
第
１７
位
　
越
崎
　
佑
大

総
合
　
　
　
第
３‐
位
　
越
崎
　
佑
大

一
学

年

委

員

長

二
学

年

委

員

長

三
学

年

委

員

長

岩

内

支

部

長

共

和

支

部

長

共

和

副

支

部

長

泊

支

部

長

神

恵

内

支

部

長

寿
都
蘭
越
支
部
長

健
全
育
成
委
員
長

広

報

委

員

長

研

修

委

員

長

事

務

局

長

事

務

局

員

別 高 高 土 尾 小 木 野 大 津 佐 喜 真 佐 青 武 封 栗 土 大 沓 佐 大 田 石 沓 久 横 平 若 佐 松 佐 小 会 石 谷

段 谷 橋 田 崎 川 戸 原 島 嶋 木 そ 鍋 藤 木 田 馬 林 門 井 澤 藤 田 近 橋 澤 江 山 野 濱 藤 田 藤 澤 津 村 口

寛 康  健 慎 正 菜 一 昌 雅 英  か  広 み 博  幸 秀  明  み 亜  美 明 裕 真 紀 美 裕 る 栄 智 雅
見      お   ど        ゅ 希     美  佐  み

道 博 浩 雄 一 明 子 一 徳 顕 行 諭 り毅 明 り美 恵 則 幸 力 美 学 き子 力 香 美 之 恵 康 子 之 子 作 彦 史
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理
科

学
校
教
育
局
よ
り 校

　
　
長

佐
藤
　
裕
之

事
務

教
育
庁
教
職
員
課
よ
り

数
学

函
館
稜
北
高
等
学
校
よ
り

事

務

長

佐
藤
　
紀
康智

廿大
三
中

根
室
西
高
等
学
校
よ
り

教
　
　
諭

斉
藤
　
雅
実

数
学

函
館
工
業
高
等
学
校
よ
り

谷
脇 払

薔日ll

津
嶋

諭
雅
顕

藤
川 払

FttU

高
宏

国
語

青
森
県
立
尾
上
総
合
高
等
学
校
よ
り

教
　
　
諭

大
島
　
日
日
徳

国
語

小
樽
工
業
高
等
学
校
よ
り

教
　
　
諭

野
原

　

一
一

商
業

札
幌
白
石
高
等
学
校
よ
り

地
歴
公
民

天
塩
高
等
学
校
よ
り

教
　
　
諭

猪
田
　
悠
司

養
護

斜
里
高
等
学
校
よ
り

養
護
教
諭

木
戸
菜
見
子

千

一

保
健
体
育

札
幌
大
学
よ
り 一

時
間
講
師

一
　

伊
藤
　
佑
吉

事
務

北
海
学
園
大
学
よ
り

事

務

員

二
本
柳
航
平

公 事  養 教  教

務務 シ
補 生  諭 諭  諭

教 教 教 教 教 事 校

務

諭 諭 諭 諭 諭 長 長

平
田
　
一昇
宏

（数
学
）

行
政

へ
転
出

中
野
　
　
肇

（事
務
）

小
樽
高
等
聾
学
校

へ
転
出

遠
山
　
工上
身

（商
業
）

遠
軽
高
校

へ
転
出

森
　
　
康
成

（英
語
）

札
幌
西
高
校

へ
転
出

三
浦
　
康
宏

（国
語
）

札
幌
西
高
校

へ
転
出

土
井
み
の
り

（数
学
）

鹿
迫
高
校

へ
転
出

岡
本
　
敏
弘

（数
学
）

紋
別
高
校

へ
転
出

笹
木
　
　
誠

（国
語
）

小
樽
工
業
高
校

へ
転
出

山
田
　
友
理

（家
庭
）

退
職

坂
村
小
百
合

（養
護
）

札
幌
稲
雲
高
校

へ
転
出

本
間
千
恵
子

（事
務
）

退
職

金
田
　
利
広
　
　
　
　
退
職

７
月
２３
旧
０
　
　
　
　
・

～
８
月
１６
諄
ω

・　
一　
一

．夏
季
休
業
期
間

９
■
■
■
●
～
５

‐日＝

・

一
前
期
期
末
試
験
・

９
丹
‐６
計
６
　
　
・
・

一就
職
試
験
開
始
一

９
月
２‐
日
因
　
　
　
　
一

強
歩
遠
足

９
月
２８
日
因
～
２９
目
的

秋
季
体
育
大
会

９
月
３０
日
０

学
期
間
体
業

１０
月
３
日
０

一　

後
期
始
業
式

１０
丹
４
日
ω
～
５
日
”

二
年
生
イ
ン
タ
ト

ン
シ
ツ
プ

１０
月
６
日
”

芸
術
鑑
賞
　
一

‐０
■
・２
■
因
・　
・
一

．
―
避
難
訓
・練
（第
二
日
）

‐０■‐８〓”■
‐２２〓０
・

●
鼈
京―年―槻虜

■
詔
岬
難
甲

‐２
片
２３
■
０
一　
　
　
・

・
‐―
月
１５
■
０
　
・　
一

冬
季
休
業
期
間
‐

Ｐ
丁
Ａ
役
員
会

日
程

８
月
２８
日
Ⅲ

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・

球
技
大
会

８
月
・９
月
”１０
月

地
区
別
懇
談
会
　
・

（巨
程
未
定
）

ツ
■
■
‐日切
●
●

一第
３
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

●
ｉ
ｔ
●
〓
〓

．●
〓
一●
■
●
■
■
●
■
ｉ
■
一●
■
■
■

‐■
■
■
■
■
■
■
■
一
■
■
■
一̈■
一一
一■
■

一編
一集
基

，
記
●
一●

本
年
度
、
広
報
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
封
馬
で
す
。

広
報
誌

「岩
内
山
」
は
、
保
護
者
と
学
校
と
の
交
流

を
大
切
に
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
生
徒
の
学
校
行
事

や
活
動

・
活
躍
の
様
子
等
を
見
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
頑
張

っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
長
　
封
馬
　
博
美 郡


